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③ 

天
然
鉱
物
が
主
原
料
で
あ
り
魚
毒
性
が
低
い
た
め
、
水

底
に
沈
降
し
た
凝
集
物
の
回
収
が
不
要
で
す
（
河
川
管

理
者
と
の
協
議
が
必
要
と
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
）。

④ 

処
理
対
象
と
な
る
濁
水
性
状
に
応
じ
た
凝
集
材
を
使
用

す
る
こ
と
で
、
凝
集
不
良
発
生
の
リ
ス
ク
を
回
避
で
き

ま
す
（
予
備
試
験
を
行
う
こ
と
で
、
適
切
な
凝
集
材
の

種
類
や
添
加
量
を
決
定
し
ま
す
）。

　

こ
こ
で
、
化
学
物
質
に
鋭
敏
な
ヒ
メ
ダ
カ
に
対
す
る
魚

毒
性
試
験
の
結
果
を
表
1
に
示
し
ま
す
。
魚
毒
性
：
LC50

の

値
は
、
所
定
の
試
験
期
間
中
に
五
〇
%
の
ヒ
メ
ダ
カ
が
斃

死
す
る
凝
集
材
の
濃
度
を
魚
毒
性
の
代
用
特
性
と
し
て
示

し
た
も
の
で
す
。
し
た
が
っ
て
、
魚
毒
性
：
LC50

の
値
が
大

き
い
程
、
魚
毒
性
が
小
さ
い
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。
比

較
の
た
め
、
従
来
品
で
あ
る
ポ
リ
塩
化
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
と

高
分
子
凝
集
材
の
試
験
結
果
も
併
記
し
ま
す
。
従
来
の
魚

毒
性
試
験
は
四
八
時
間
で
の
試
験
結
果
で
あ
る
た
め
、
単

純
な
数
値
比
較
は
困
難
で
す
が
、
従
来
の
凝
集
材
に
比
較

し
て
、
魚
毒
性
が
低
い
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

3 

施
行
事
例

　
『
ク
リ
ア
ビ
ュ
ー
工
法
』
の
効
果
を
検
証
す
る
た
め
、

下
記
の
災
害
復
旧
現
場
に
て
効
果
検
証
を
行
い
ま
し
た
。

現
場
の
全
景
を
写
真
2
に
示
し
ま
す
。

発
注
者
：
電
源
開
発
株
式
会
社

工
事
名
： 

滝
発
電
所
土
木
設
備
仮
復
旧
工
事（
新
潟
・
福
島

豪
雨
対
応
）ド
ラ
フ
ト
内
体
積
土
砂
排
除
工
事

工　

期
： 

二
〇
一
一
年
八
月
二
十
二
日
〜
二
〇
一
四
年
九

月
三
十
日

本
開
発
工
法
の
適
用
期
間
： 

　
　
　
　
　

二
〇
一
二
年
七
月
二
日
〜
七
月
二
十
六
日

工
事
概
要
： 

新
潟
･
福
島
豪
雨
災
害
（
平
成
二
十
三
年
七

月
末
）
に
よ
り
発
電
停
止
し
て
い
る
滝
発
電

所
の
早
期
普
及
に
向
け
、
ド
ラ
フ
ト
内
及
び

放
水
庭
の
堆
積
土
砂
排
除
等
を
行
う

　

豪
雨
災
害
に
よ
り
放
水
庭
に
堆
積
し
た
土
砂
の
除
去
に

先
駆
け
、
放
水
庭
に
流
下
し
た
支
障
物
撤
去
を
行
う
必
要

が
あ
り
ま
し
た
が
、
深
度
約
一
四
m
に
水
没
し
た
支
障
物

を
回
収
す
る
に
は
、
潜
水
士
に
よ
る
玉
掛
作
業
が
必
要
で

し
た
。
放
水
庭
内
は
土
砂
浚
渫
作
業
の
影
響
に
よ
り
、

S
S
（
水
の
濁
り
）
で
六
七
〇
㎎ 
/
L
、
透
明
度
五
㎝ 
程

度
の
濁
り
が
生
じ
て
お
り
、
潜
水
作
業
効
率
の
み
な
ら
ず
、

安
全
性
確
保
も
困
難
な
状
況
で
し
た
。

　

潜
水
作
業
範
囲
に
、5

W×
5
L×

14
Hm

の
汚
濁
防
止
膜

を
設
置
し
、
事
前
室
内
試
験
結
果
を
も
と
に
、『
セ
ー
フ

ク
リ
ン
パ
ウ
ダ
ー
』
を
三
五
七
㎎ 
/
L
添
加
し
、
曝
気
攪

拌
を
行
い
ま
し
た
。
施
工
状
況
を
写
真
3
に
、
処
理
結
果写真 2　滝発電所全景

表 1　魚毒性試験結果一覧

凝集材名称 用　　　途 魚毒性：
LC50（mg/L）

セーフクリンパウダー（Z） 高濃度濁水用 7,200 ※1 小

→

魚
毒
性

←

大

セーフクリンパウダー（Z） 工事濁水一般用 4,500 ※1

セーフクリンパウダー（Z） 低電気伝導度用 2,100 ※1

ポリ塩化アルミニウム 従　　来　　品 840 ※2

アニオン系高分子凝集材 従　　来　　品 190 ～ 350 ※2

※ 1：96時間での試験結果、※ 2：48時間での試験結果
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1 

背
景

　

国
内
外
を
問
わ
ず
、
毎
年
の
よ
う
に
「
こ
れ
ま
で
経
験

し
た
こ
と
の
な
い
よ
う
な
集
中
豪
雨
」
に
よ
る
豪
雨
災
害

が
発
生
し
、
河
川
施
設
（
農
業
用
ダ
ム
を
含
む
）
の
災
害

普
及
へ
の
早
期
対
応
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
が
増
加
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
国
内
の
農
業
水
利
施
設
は
、
戦
後
か
ら

高
度
成
長
期
に
か
け
て
整
備
さ
れ
て
き
て
お
り
、
耐
用
年

数
を
超
え
る
施
設
が
年
々
増
加
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
老

朽
化
し
た
施
設
の
維
持
管
理
、
補
修
・
補
強
は
、
施
設
の

延
命
化
対
策
と
し
て
ま
す
ま
す
重
要
に
な
っ
て
き
て
い

ま
す
。

　

こ
れ
ら
、
災
害
復
旧
、
施
設
の
維
持
管
理
、
延
命
化
措

置
に
は
、
構
造
物
設
置
作
業
、
玉
掛
作
業
、
健
全
性
調
査

等
の
た
め
、
潜
水
士
に
よ
る
水
中
作
業
が
欠
か
せ
ま
せ

ん
。
潜
水
作
業
を
す
る
際
、
水
の
濁
り
の
た
め
視
界
が
悪

い
と
、
重
大
事
故
に
繋
が
る
リ
ス
ク
の
増
加
や
、
作
業
効

率
低
下
に
よ
る
工
程
遅
延
リ
ス
ク
が
増
加
し
ま
す
。
こ
の

た
め
、
潜
水
士
の
視
界
を
確
保
す
る
た
め
の
濁
水
処
理
技

術
『
ク
リ
ア
ビ
ュ
ー
工
法
』
を
開
発
し
ま
し
た
。

2 

技
術
の
概
要

　
『
ク
リ
ア
ビ
ュ
ー
工
法
』
は
、
潜
水
作
業
エ
リ
ア
に
汚

濁
防
止
膜
等
を
設
置
し
て
閉
鎖
空
間
を
造
成
し
た
後
、
凝

集
材
の
散
布
・
曝
気
攪
拌
に
よ
り
、
視
界
低
下
の
原
因
と

な
る
水
の
濁
り
を
凝
集
沈
殿
さ
せ
、
透
明
度
を
改
善
す
る

技
術
で
す
。
本
工
法
の
施
工
フ
ロ
ー
を
図
1
に
示
し
ま

す
。
ま
た
、
本
工
法
で
は
、
魚
毒
性
が
低
く
、
凝
集
能
力

の
高
い
凝
集
材
『
セ
ー
フ
ク
リ
ン
パ
ウ
ダ
ー
』（
写
真
1
）

を
使
用
す
る
こ
と
を
特
徴
と
し
て
い
ま
す
。
以
下
に
、

『
セ
ー
フ
ク
リ
ン
パ
ウ
ダ
ー
』
の
特
徴
を
示
し
ま
す
。

① 

一
材
型
の
無
機
系
粉
体
凝
集
材
で
あ
る
た
め
、
現
場
で

の
凝
集
材
添
加
管
理
が
容
易
で
す
（
従
来
型
の
凝
集
材

は
、
ポ
リ
塩
化
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
を
添
加
し
た
後
、
高
分

子
凝
集
剤
を
添
加
す
る
2
段
階
処
理
で
す
）。

② 

凝
集
作
用
が
強
く
、
沈
降
性
の
高
い
フ
ロ
ッ
ク
を
生
成

し
ま
す
。

潜水士の視界確保を目的とした
濁水処理技術『クリアビュー工法』

前田建設工業株式会社　土木事業本部　土木技術部　上級技師長 山本　達生

写真 1　セーフクリンパウダー

図 1　施工フロー
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③ 

天
然
鉱
物
が
主
原
料
で
あ
り
魚
毒
性
が
低
い
た
め
、
水

底
に
沈
降
し
た
凝
集
物
の
回
収
が
不
要
で
す
（
河
川
管

理
者
と
の
協
議
が
必
要
と
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
）。

④ 

処
理
対
象
と
な
る
濁
水
性
状
に
応
じ
た
凝
集
材
を
使
用

す
る
こ
と
で
、
凝
集
不
良
発
生
の
リ
ス
ク
を
回
避
で
き

ま
す
（
予
備
試
験
を
行
う
こ
と
で
、
適
切
な
凝
集
材
の

種
類
や
添
加
量
を
決
定
し
ま
す
）。

　

こ
こ
で
、
化
学
物
質
に
鋭
敏
な
ヒ
メ
ダ
カ
に
対
す
る
魚

毒
性
試
験
の
結
果
を
表
1
に
示
し
ま
す
。
魚
毒
性
：
LC50

の

値
は
、
所
定
の
試
験
期
間
中
に
五
〇
%
の
ヒ
メ
ダ
カ
が
斃

死
す
る
凝
集
材
の
濃
度
を
魚
毒
性
の
代
用
特
性
と
し
て
示

し
た
も
の
で
す
。
し
た
が
っ
て
、
魚
毒
性
：
LC50

の
値
が
大

き
い
程
、
魚
毒
性
が
小
さ
い
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。
比

較
の
た
め
、
従
来
品
で
あ
る
ポ
リ
塩
化
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
と

高
分
子
凝
集
材
の
試
験
結
果
も
併
記
し
ま
す
。
従
来
の
魚

毒
性
試
験
は
四
八
時
間
で
の
試
験
結
果
で
あ
る
た
め
、
単

純
な
数
値
比
較
は
困
難
で
す
が
、
従
来
の
凝
集
材
に
比
較

し
て
、
魚
毒
性
が
低
い
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

3 

施
行
事
例

　
『
ク
リ
ア
ビ
ュ
ー
工
法
』
の
効
果
を
検
証
す
る
た
め
、

下
記
の
災
害
復
旧
現
場
に
て
効
果
検
証
を
行
い
ま
し
た
。

現
場
の
全
景
を
写
真
2
に
示
し
ま
す
。

発
注
者
：
電
源
開
発
株
式
会
社

工
事
名
： 

滝
発
電
所
土
木
設
備
仮
復
旧
工
事（
新
潟
・
福
島

豪
雨
対
応
）ド
ラ
フ
ト
内
体
積
土
砂
排
除
工
事

工　

期
： 

二
〇
一
一
年
八
月
二
十
二
日
〜
二
〇
一
四
年
九

月
三
十
日

本
開
発
工
法
の
適
用
期
間
： 

　
　
　
　
　

二
〇
一
二
年
七
月
二
日
〜
七
月
二
十
六
日

工
事
概
要
： 

新
潟
･
福
島
豪
雨
災
害
（
平
成
二
十
三
年
七

月
末
）
に
よ
り
発
電
停
止
し
て
い
る
滝
発
電

所
の
早
期
普
及
に
向
け
、
ド
ラ
フ
ト
内
及
び

放
水
庭
の
堆
積
土
砂
排
除
等
を
行
う

　

豪
雨
災
害
に
よ
り
放
水
庭
に
堆
積
し
た
土
砂
の
除
去
に

先
駆
け
、
放
水
庭
に
流
下
し
た
支
障
物
撤
去
を
行
う
必
要

が
あ
り
ま
し
た
が
、
深
度
約
一
四
m
に
水
没
し
た
支
障
物

を
回
収
す
る
に
は
、
潜
水
士
に
よ
る
玉
掛
作
業
が
必
要
で

し
た
。
放
水
庭
内
は
土
砂
浚
渫
作
業
の
影
響
に
よ
り
、

S
S
（
水
の
濁
り
）
で
六
七
〇
㎎ 
/
L
、
透
明
度
五
㎝ 
程

度
の
濁
り
が
生
じ
て
お
り
、
潜
水
作
業
効
率
の
み
な
ら
ず
、

安
全
性
確
保
も
困
難
な
状
況
で
し
た
。

　

潜
水
作
業
範
囲
に
、5

W×
5
L×

14
Hm

の
汚
濁
防
止
膜

を
設
置
し
、
事
前
室
内
試
験
結
果
を
も
と
に
、『
セ
ー
フ

ク
リ
ン
パ
ウ
ダ
ー
』
を
三
五
七
㎎ 
/
L
添
加
し
、
曝
気
攪

拌
を
行
い
ま
し
た
。
施
工
状
況
を
写
真
3
に
、
処
理
結
果写真 2　滝発電所全景

表 1　魚毒性試験結果一覧

凝集材名称 用　　　途 魚毒性：
LC50（mg/L）

セーフクリンパウダー（Z） 高濃度濁水用 7,200 ※1 小

→

魚
毒
性

←

大

セーフクリンパウダー（Z） 工事濁水一般用 4,500 ※1

セーフクリンパウダー（Z） 低電気伝導度用 2,100 ※1

ポリ塩化アルミニウム 従　　来　　品 840 ※2

アニオン系高分子凝集材 従　　来　　品 190 ～ 350 ※2

※ 1：96時間での試験結果、※ 2：48時間での試験結果
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背
景

　

国
内
外
を
問
わ
ず
、
毎
年
の
よ
う
に
「
こ
れ
ま
で
経
験

し
た
こ
と
の
な
い
よ
う
な
集
中
豪
雨
」
に
よ
る
豪
雨
災
害

が
発
生
し
、
河
川
施
設
（
農
業
用
ダ
ム
を
含
む
）
の
災
害

普
及
へ
の
早
期
対
応
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
が
増
加
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
国
内
の
農
業
水
利
施
設
は
、
戦
後
か
ら

高
度
成
長
期
に
か
け
て
整
備
さ
れ
て
き
て
お
り
、
耐
用
年

数
を
超
え
る
施
設
が
年
々
増
加
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
老

朽
化
し
た
施
設
の
維
持
管
理
、
補
修
・
補
強
は
、
施
設
の

延
命
化
対
策
と
し
て
ま
す
ま
す
重
要
に
な
っ
て
き
て
い

ま
す
。

　

こ
れ
ら
、
災
害
復
旧
、
施
設
の
維
持
管
理
、
延
命
化
措

置
に
は
、
構
造
物
設
置
作
業
、
玉
掛
作
業
、
健
全
性
調
査

等
の
た
め
、
潜
水
士
に
よ
る
水
中
作
業
が
欠
か
せ
ま
せ

ん
。
潜
水
作
業
を
す
る
際
、
水
の
濁
り
の
た
め
視
界
が
悪

い
と
、
重
大
事
故
に
繋
が
る
リ
ス
ク
の
増
加
や
、
作
業
効

率
低
下
に
よ
る
工
程
遅
延
リ
ス
ク
が
増
加
し
ま
す
。
こ
の

た
め
、
潜
水
士
の
視
界
を
確
保
す
る
た
め
の
濁
水
処
理
技

術
『
ク
リ
ア
ビ
ュ
ー
工
法
』
を
開
発
し
ま
し
た
。

2 

技
術
の
概
要

　
『
ク
リ
ア
ビ
ュ
ー
工
法
』
は
、
潜
水
作
業
エ
リ
ア
に
汚

濁
防
止
膜
等
を
設
置
し
て
閉
鎖
空
間
を
造
成
し
た
後
、
凝

集
材
の
散
布
・
曝
気
攪
拌
に
よ
り
、
視
界
低
下
の
原
因
と

な
る
水
の
濁
り
を
凝
集
沈
殿
さ
せ
、
透
明
度
を
改
善
す
る

技
術
で
す
。
本
工
法
の
施
工
フ
ロ
ー
を
図
1
に
示
し
ま

す
。
ま
た
、
本
工
法
で
は
、
魚
毒
性
が
低
く
、
凝
集
能
力

の
高
い
凝
集
材
『
セ
ー
フ
ク
リ
ン
パ
ウ
ダ
ー
』（
写
真
1
）

を
使
用
す
る
こ
と
を
特
徴
と
し
て
い
ま
す
。
以
下
に
、

『
セ
ー
フ
ク
リ
ン
パ
ウ
ダ
ー
』
の
特
徴
を
示
し
ま
す
。

① 

一
材
型
の
無
機
系
粉
体
凝
集
材
で
あ
る
た
め
、
現
場
で

の
凝
集
材
添
加
管
理
が
容
易
で
す
（
従
来
型
の
凝
集
材

は
、
ポ
リ
塩
化
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
を
添
加
し
た
後
、
高
分

子
凝
集
剤
を
添
加
す
る
2
段
階
処
理
で
す
）。

② 

凝
集
作
用
が
強
く
、
沈
降
性
の
高
い
フ
ロ
ッ
ク
を
生
成

し
ま
す
。

潜水士の視界確保を目的とした
濁水処理技術『クリアビュー工法』

前田建設工業株式会社　土木事業本部　土木技術部　上級技師長 山本　達生

写真 1　セーフクリンパウダー

図 1　施工フロー
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我 が 社 の 技 術 P R

我 が 社 技 Pの 術 R

1 

は
じ
め
に

　

近
年
、
自
然
災
害
が
激
甚
化
・
頻
発
化
す
る
中
、
防
災

重
点
農
業
用
た
め
池
等
の
決
壊
等
に
よ
り
、
人
家
、
公
共

施
設
お
よ
び
農
地
へ
の
被
害
が
発
生
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
防
災
対
策
の
強
化
お
よ
び
適
切
な
維
持
管
理
を
目
的

と
し
た
対
策
事
業
と
し
て
、
堆
砂
率
等
も
ふ
ま
え
た
上
で

貯
水
能
力
を
確
保
す
る
た
め
の
た
め
池
浚
渫
が
実
施
さ

れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
水
資
源
開
発
事
業
に
お
け
る
ダ
ム
や
農
業
利
水

用
ダ
ム
で
は
、
計
画
さ
れ
た
堆
砂
率
を
超
え
て
い
る
ダ
ム

も
あ
り
、
貯
水
容
量
確
保
と
い
う
機
能
保
全
を
目
的
と
し

て
、
堆
砂
除
去
や
浚
渫
が
行
わ
れ
て
い
る
。

　

浚
渫
さ
れ
た
土
砂
に
つ
い
て
は
、
処
分
先
や
処
分
地
容

量
の
課
題
の
他
、
細
粒
分
を
多
く
含
む
場
合
に
お
い
て
は

ハ
ン
ド
リ
ン
グ
や
有
効
活
用
に
関
す
る
課
題
が
多
い
。
こ

の
よ
う
な
課
題
へ
の
対
応
と
し
て
、
軟
弱
な
浚
渫
土
を
減

容
化
し
、
さ
ら
に
土
木
材
料
と
し
て
活
用
す
る
技
術
で
あ

る
「
高
圧
フ
ィ
ル
タ
ー
プ
レ
ス
脱
水
処
理
工
法
（Pow

er 

Filter Press

工
法
）」
が
適
用
技
術
の
一
つ
に
挙
げ
ら
れ

る
。

　

こ
の
技
術
に
関
し
、
当
社
で
は
港
湾
工
事
に
お
け
る
浚

渫
土
の
減
容
化
と
処
理
土
と
し
て
の
有
効
活
用
を
両
立

で
き
る
技
術
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
施
工
実
績
を
重
ね
て
き

て
お
り
、
ダ
ム
・
た
め
池
等
の
浚
渫
に
よ
り
発
生
す
る
浚

渫
土
の
処
理
技
術
と
し
て
も
有
効
で
あ
る
と
考
え
て
い

る
。

　

本
稿
で
は
、
高
圧
フ
ィ
ル
タ
ー
プ
レ
ス
脱
水
処
理
工
法

の
概
要
、
施
工
実
績
お
よ
び
用
途
拡
大
の
た
め
の
有
効
活

用
技
術
に
関
す
る
開
発
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。

2 

工
法
概
要

　
「
高
圧
フ
ィ
ル
タ
ー
プ
レ
ス
脱
水
処
理
工
法
」
は
、
脱

水
技
術
の
機
械
脱
水
に
分
類
さ
れ
、
各
種
機
械
脱
水
技
術

の
中
で
も
特
に
四
MPa
と
い
う
高
い
濾
過
圧
力
を
持
つ
高
圧

フ
ィ
ル
タ
ー
プ
レ
ス
を
用
い
る
こ
と
を
特
徴
と
し
て
お
り
、

前
処
理
か
ら
処
理
土
製
作
ま
で
の
一
連
の
脱
水
処
理
シ
ス

テ
ム
で
あ
る
。
図
1
に
本
シ
ス
テ
ム
の
全
体
フ
ロ
ー
、
図

2
に
脱
水
処
理
原
理
お
よ
び
脱
水
工
程
の
概
要
図
を
示
す
。

以
下
、
全
体
フ
ロ
ー
に
つ
い
て
概
説
す
る
。

⑴ 

浚
渫
土
砂
の
受
け
入
れ
は
浚
渫
船
か
ら
の
パ
イ
プ
ラ
イ

ン
送
泥
に
よ
り
行
わ
れ
る
場
合
が
多
く
、
前
処
理
装
置

に
よ
り
夾
雑
物
や
砂
礫
分
を
分
離
除
去
す
る
工
程
か
ら

処
理
が
ス
タ
ー
ト
す
る
。

⑵ 

必
要
に
応
じ
、
送
泥
さ
れ
た
浚
渫
土
（
泥
水
）
の
濃
度

調
整
（
加
水
）
を
行
い
、
バ
ッ
フ
ァ
ー
と
な
る
貯
泥
槽

に
て
一
旦
貯
留
す
る
。

⑶ 

次
に
浚
渫
土
（
泥
水
）
は
反
応
槽
へ
移
送
さ
れ
、
計
画

に
も
と
づ
く
所
定
量
の
脱
水
助
剤
（
標
準
：
P
A
C
＋

消
石
灰
）
を
添
加
し
、
撹
拌
混
合
す
る
。

⑷ 

そ
の
後
、
給
泥
ポ
ン
プ
に
て
濾
室
内
充
満
を
含
め
、
濾

室
内
圧
力
が
〇
・
七
MPa
に
な
る
ま
で
浚
渫
土
（
泥
水
）

を
給
泥
し
た
後
、
高
圧
打
込
ポ
ン
プ
打
込
み
に
切
り
替

わ
り
、
最
終
的
に
濾
過
圧
力
四
MPa
に
て
脱
水
処
理
さ
れ

る
。
脱
水
処
理
完
了
後
、
脱
水
処
理
土
は
濾
室
毎
に
自

動
開
枠
に
よ
り
排
出
さ
れ
る
。（
図
2
参
照
）

⑸ 

脱
水
処
理
に
お
い
て
発
生
す
る
濾
水
は
濾
水
槽
へ
一
旦

貯
留
さ
れ
、
そ
の
後
、
水
処
理
装
置
（
凝
集
沈
殿
・
中

和
）
に
よ
り
排
出
基
準
を
満
足
し
た
排
水
と
し
て
放
流

さ
れ
る
。

浚渫土の減容化と有効利用
～高圧フィルタープレス脱水処理工法～

りんかい日産建設株式会社　土木本部　技術部　設計課　課長 小澤　義之
りんかい日産建設株式会社　土木本部　技術部　技術課　課長 合田　和弘

の
一
例
を
表
2
に
、
工
法
適
用
後
の
状
況
を
写
真
4
に
示

し
ま
す
。
こ
れ
ら
よ
り
、
工
法
適
用
後
は
、
水
深
マ
イ
ナ

ス
六
m
ま
で
は
S
S
が
な
く
、
水
底
付
近
で
も
三
・
四

㎎ 
/
L
で
あ
り
、
透
明
度
の
高
い
状
態
に
改
善
し
ま
し

た
。
潜
水
士
か
ら
の
聞
き
取
り
調
査
の
結
果
、
作
業
中
に

水
底
土
砂
を
再
攪
拌
し
て
も
、
フ
ロ
ッ
ク
沈
降
性
が
高
い

た
め
、
視
界
の
回
復
が
素
早
く
図
ら
れ
、
安
全
性
と
作
業

効
率
の
向
上
が
図
れ
た
と
の
評
価
で
し
た
。
作
業
効
率
は
、

『
ク
リ
ア
ビ
ュ
ー
工
法
』
適
用
前
と
比
較
し
、
約
三
倍
程

度
向
上
し
ま
し
た
。

　

こ
の
他
、
排
水
機
場

の
維
持
補
修
工
事
に
お

い
て
、『
ク
リ
ア
ビ
ュ
ー

工
法
』
を
適
用
し
て
い

ま
す
。
排
水
機
場
内
を

ド
ラ
イ
ア
ッ
プ
す
る
際
、

機
上
内
で
の
ボ
イ
リ
ン

グ
防
止
の
た
め
の
カ
ウ

ン
タ
ー
ウ
エ
イ
ト
を
設

置
す
る
際
、
水
中
で
の

潜
水
士
に
よ
る
荷
受
け

作
業
時
に
適
用
し
ま
し

た
。
機
上
内
の
水
の
濁

り
が
な
く
な
り
、
つ
り

荷
が
は
っ
き
り
と
視
認

で
き
る
た
め
、
安
全
性

と
作
業
効
率
の
向
上
に

寄
与
し
ま
し
た
。

4 

結
び

　

近
年
の
台
風
の
大
型
化
や
線
状
降
水
帯
に
よ
る
ゲ
リ
ラ

豪
雨
な
ど
の
豪
雨
に
対
す
る
備
え
の
た
め
、
河
川
施
設
、

農
業
施
設
の
維
持
管
理
や
定
期
点
検
に
よ
る
機
能
の
維

持
・
向
上
は
、
防
災
・
減
災
対
策
強
化
の
た
め
に
ま
す
ま

す
重
要
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
ま
た
、
残
念
な
こ
と
に

豪
雨
災
害
が
発
生
し
た
際
に
も
、
早
期
の
機
能
回
復
が
求

め
ら
れ
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
た
め
、

前
田
建
設
工
業
で
は
、
開
発
技
術
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
用
す

る
と
と
も
に
、
防
災
・
減
災
技
術
の
一
層
の
開
発
に
取
り

組
ん
で
参
り
ま
す
。

表 2　処理結果の一例

水深（m）

0 －6 －13

SS（濁り）
（mg/L）

原水 17.0 50.5 670.0

処理水 0.0 0.0 3.4

pH
（－）

原水  6.71 ─ ─

処理水  7.13  7.01  7.04

Ec
（mS/cm）

原水   0.074 ─ ─

処理水   0.050   0.050   0.052

写真 3　施工状況

①閉鎖空間の造成

④凝集剤散布

③エアリフト攪拌

⑦潜水作業

写真 4　処理事例

処理後状況遠景 処理後の状況
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